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巻頭言

私たちが研究をするにあたっての出発は、必
ずしも論理的あるいは科学的な認識にもとづく
ものではないのではないでしょうか。自然科学
であれ社会科学であれば出発点には、自分のな
かに生じた問いがあるのではないかと思います。
何故こんなことが生じるのだろう、どうしてこ
んな結果になるのだろう、あるいは何がこのよ
うな状況を作り出すのだろうかなどの疑問です。

学生の論文指導をしていて意外と難しいのが
この最初の素朴な問いに気づいてもらうことで
す。論文を書くのにはテーマが求められます。
学生たちがゼミの発表などで提示してくるテー
マは、必ずしもこの問いと一致していないこと
が多いように思います。

科研費の申請書などでは、テーマについて40
字程度のタイトルを求められます。これは論文
を書くときに学生たちがよく最初に示すテーマ
として「〇〇と××について」式のタイトルを
避けるために長めの説明的なテーマが要求され
ているのだと考えます。
「〇〇と××について」式のテーマでは、「と」

で結び付けられる前後の脈絡を説明した気にさ
せてしまいます。前後の関係が論理的につなが
っていなくてもandを用いることでつながって
いて、もうその前後の関係を説明したように思
わせるのではないでしょうか。

しかし、私たちが研究対象とする事象は、「○
○における」というようなある前提条件のもと
で生じる現象について、しかも「××の視点か
ら」などというように特定の視点などにもとづ
いて考察をしています。
「テーマ」はこのような研究者自身が見ようと

する事象や対象を提示し、またその捉える視点

を示すものであると考えられます。ただ自分が
見ようとしている、あるいは見えている（つも
りの）そこに生じている事象そのものをまずは
他者と共有することが必要です。見えにくいも
のを他の人と共有するためには、ときにはそれ
が見えるようにするための道具が必要になりま
す。例えば、私たちは微細なものをみるために
は虫メガネや顕微鏡を用い、遠くのものを見る
ためには望遠鏡や双眼鏡を用います。そのよう
な適当な道具がなければ工夫をして道具をまず
作り出す必要があります。

研究において道具にあたるのが概念装置です。
内田義彦は『読書と社会科学』（岩波新書、1985）
において「概念装置という、ものを見るための
装置を脳髄のなかに組立てるために読む仕事が
含まれており、とくに社会科学の場合には、こ
れ（概念装置）を獲得するための読書が特徴的
に大きくなっていて、問題を複雑にしています」
と記しています。内田は、社会科学は「学生の
眼をもの
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に向って端的に開いてくれるような、
そういう便利有効な物的装置を備えていない」
とし、「肉眼では見えない。掘りおこしてはじめ
て問題が問題として出てくる、という不明確な
かたちで問題は存在しています。何か問題があ
るらしいが、何を問題とすべきか、問題とすべ
き対象は見えない。日常語の世界にうずまり日
常語だけに頼っていては、学問的に解明するこ
とができないだけではく、解決すべき問題その
ものも明確には捉えられない」と述べます。

他の人もその道具、概念を使えば見ることの
できるようになるように、概念規定という手続
きを通じて、同じ手続きによれば見えるように
します。さらにこれら概念装置を組み合わせな
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「見えないもの」を見た先に

がら理論化が進められるわけですが、ここでは
この話はこの辺にとどめておきます。

ここで考えたいのは、見ようとするものが他
の人と共有されたその先のことです。実際には、
見ようとするものを共有する過程自体が上述し
たようにそれほど簡単なことではありませんの
で、ここまでたどり着いたことで自分の課題が
達成できたと考えてしまうかもしれません。自
分が見ようとした「見えないもの」を共有でき
たその先に、その構造や機能について論じ、検

証し、さらにそのことが持つ意義を明らかにし
ていくことが待っています。したがって共有は
出発点です。そのことを自覚したうえで「見え
ないもの」のその先に自分が解き明かそうとし
ていることが何なのかを改めて問いなおしてみ
ることが大切なように思います。そのことが研
究成果の普遍性につながるからです。本号に寄
せられた論考が何を問い、何を明らかにしよう
としているのかを読み解きたいと思います。


